＜事例：整備事業者に対する環境保全の観点からの点検・整備の実施依頼書＞
○○年○○月○○日
○○○自動車整備株式会社　
車輌整備部長　○○○○○　殿
○○バス株式会社
車輌管理部長　○○○○○
環境保全の観点からの点検整備の実施についてのお願い
日ごろは当社車両の点検整備について、お世話になっておりありがとうございます。
当社は現在、グリーン経営を実施しており、環境に配慮した旅客輸送サービスを提供するために、以下の点検整備項目については、環境保全の観点から（環境を不必要に悪化させない為の配慮に基づき）特に念入りに点検整備を実施する様お願いいたします。
	環境に配慮した
点検整備項目
(注意深く点検整備する)
	整備不良による環境への影響
以下項目はいずれも、①燃費悪化による余分な二酸化炭素ガスの発生により地球温暖化への影響が、また、②異常で余分な排ガス発生により大気汚染への影響が増加します。

	1 気化系統の適正管理をする
	気化器などの調整不良で、燃焼が不適切になり、余分な燃料の使用、生ガスや余分な排ガスの発生。

	2 タイヤの空気圧、偏磨耗の点検
	空気圧不足や偏磨耗で、転がり抵抗が増え、燃費悪化。

	3 エアクリーナーの目詰まりがないかどうか
	目詰まりで、エンジンへ供給する空気量が不足して燃焼効率が悪くなり、燃費悪化。

	4 ファンベルト、冷却水の状態を確認する
	ベルトの緩みや冷却水の循環不良・不足で、燃焼中のエンジンの冷却効果が弱まりオーバーヒートとなり、燃費悪化。

	5 点火プラグの汚れ、ギャップを点検
	汚れやギャップ不良で、失火や火花エネルギー不足となり、燃焼不良となり、燃費悪化。

	6 エンジンオイルの量と汚れの確認
	量の不足や汚れの進みで、エンジン各部の潤滑効果が悪くなり、摩擦抵抗が増え、燃費が悪化。

	7 排気ガスの色の異常の有無を確かめる
	紫煙、白煙、黒煙などの発生は、いずれの状態でも適正燃焼状態ではないことから、余分な排ガスを発生。

	8 ハンドルの重さ、取られが無いかを確かめる
	タイヤの空気圧不足、偏磨耗、ホイールアライメント不良などが原因でハンドルが重たくなったり、取られたりで、タイヤの転がり抵抗が増え、燃費が悪化。

	9 クラッチの滑りが無いかを確かめる
	クラッチすべりはエンジンパワーの車輪への伝達ロスとなり、燃費悪化。

	10 ブレーキの引きずりが無いことを確かめる
	ブレーキ引きずりはエンジンパワーの車輪への伝達ロスとなり、燃費悪化。


上記の内容について御社整備員様にご伝達・ご指導いただけますよう宜しくお願いいたします。
